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などがあげである。 (三浦清〉

4.出 雲 平野

出雲平野およびその周辺の第四紀層の眉序は，大西(1)に よれば，表 2-7-13のとおりである。

出雲土也溝帯の中で，平田市島村町島村下に掘削したポーリングによると，深度 22m まで中海

層のシノレト，砂，深度 33.7m まで弓浜層のシノレトおよび砂喋で，以下， 第三紀の布志名層の泥

岩，シノレト岩互層になっている (3)。

表2-7-13 出雲平野およびその周辺の第四系の周序ω
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出雲平野には，かつて多数の掘抜き井戸が掘られ，その湧出水がア ンモニア水として施肥効果

があるとされ，水田のかんがいに利用されていた。

1911 (明治44年〉年の農事試験場の調査では，アンモニア井戸は出雲平野に 1，931限あるとし

ており ，1952年，焼事試験場の報告で，松浦章氏はアンモニア専用井 3，711眼，飲料水と兼用井

戸 1，700眼，合計 5，411眼と報告している。

出雲平野は，主として，斐伊川，神戸川によって形成された沖積平野であり，これらの河川に

よる土砂の堆積物中に埋没した動織物が分解してアンモニアを発生し，これが水に溶解して湧出

したのがアンモニア水であるとされている。 出雲平野のア ンモニア井戸地帯は，約 40聞く約73

m)で岩盤に達し，その上部 12間(約22m)位は砂疎層で，この層に達 した時にアンモニア の

濃度が高いとされている。その上部に 2-3聞の砂層，約 18聞の白色~灰色の撤密な泥層， 4 

間位の砂層があり， 最上部に 3間位の泥届がある とされている。なお，アンモニアの多い湧出部
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は場所によっ て異なり，平野中央部で深さ 25-28間，北山に近いところで 14-18間であり，こ

の部分には沢山の貝殻がある という。また，塩分濃度も 付近の河川の 10-15倍に達 し，その部

分から アンモニアの最も高い水が湧出するという。湧出量は 1分間 1斗 (18Ifmin)以上，少ない

揚合で 2-3升 (3.6-4.8Ifmin)程度とされ， 湧水には金気があ った という。 これらのアンモニ

ア井戸も，近代工業の生産物である肥料の出現とともに次第に少なく なり， とくに，1952-195:> 

年に行われた土地改良事業によりほ とんどなくなり ，1957-1958年頃にまったくなくなったと

推定される。

農家の飲料水は， かつてはアンモニア井戸と併用 したため金気があり ，拙過しでかろ うじて飲

用に供していたが，斐伊川の伏流水を取得する斐川町，宍道町上水道 (人口 28，000人，Q=9，600 

m3fd)，出雲市上水道(人口 67，700人， Q =18，000 m3fd)，平田市上水道〈人口 24，000人， Q=6，500' 

m
3fd)の設置により，水質のよい上水が平野全域に配置されるようになった。また，工業用水と

して，大和紡績が伏流水を 9，800m3fd取得 している。

なお， 出雲平野の基盤岩は第三紀中新世の地層で，これを掘削すると地下水とともにメタング

スを産 し， 一部の農家で自家用のガス井戸として利用している。
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5，広島平野

広島平野は太田川の三角洲で， 江戸時代から現代まで盛んに行われた千拓や埋立によ って形成
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